表紙、序、例言、目次、図版目次、挿図目次、表目次、中扉、奥付 by unknown
Title表紙、序、例言、目次、図版目次、挿図目次、表目次、中扉、奥付
Author(s)










本年報は， 1997 .Ⅰ998 年度に埋蔵 文化財研究センターがおこなった 発掘調査の成果をま 
とめたものであ る。 京都大学構内遺跡の 調査は，組織的に 実施されるようになってからす 
でに 25 年 以 Ⅱが経過し，その 間におこなった 発掘調査は 20fW 件 以上におよんでいる。 小六 % 
模 ながに 掘 調査や工事に 際しての屯倉調査なども 含めると，その 数倍にのぼる。 近年では， 
                        調査 ャ T 数は増加する 傾向にあ るとともに，                 
                   その整備にともなって 遺跡の確認調査の 必要性も生         そ 
れと同時に， これまでの点として 分散した成果を ，総合的に活用しでいく 方策も，調査 現 
場 においては求めら ォ 1, ている。 また，本学は 創立百周年を 経過しおりしも 時計台を改築 
した記念館の 建設が進められている。 近代化遺産としてのキャンパス 創設期の遺構や 遺物 
に関する検討も ，京都大伴の 歴史的な記録としての 活用にむけて、  , 助となろう。 
この年報では ，調査成果の 迅速な公開をはかるため ， 2 ケ 年の報告を収録した。 また， 
過去に調査を 実施した総合人間学部構内の 弥生前期水田追跡の 土壌について ，皇軍 館 大学 
の外 [U 秀 - 氏からプラント・オパール 分析の結果をいただいたので ，紀要として 報告した。 
ここ数年間の 増 力 U した発掘調査に 追われたため ，本年報では 資料の検討が 十分に深められ 
ていない申があ る。 多くの課題を 抱えているが ， ご 高評をお願いしたい。 
                     にあ たって 御 指導                                     
儒者および関係機関， とりわけ， 多                                           
ィ 茶名各位には ， ここ                             
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